














































研究経費 t費 間接経費 合計
平成13年度 19， 700 千円 5，910 千円 25，610 千円
平成14年度 15，200 千円 4，560 千円 19，760 千円
平成15年度 19，000 千円 5，700 千円 24，700 千円
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マウス ES細胞から ICCを分化誘導する実験では、前年度の lnVIVOでの効果嬬忍ののち、その
分化過程をより詳細に検討する目的で、分化の各段階における悶Aを抽出してマイクロアレイによ
り各遺伝子発現の変化を網羅的に角件斤する実験を行ったO 体性事伴間包の研究では、骨髄由来細胞の
麟B織再生への組み込みを検討するため、前年度に引き続き、 GFPマウスを郎、た実験計l撤した。
バイオ人工勝デノミイスの研究では、 PVAを材料とし、日華島細胞腐倍保存協wを応用した全く新し
い作製方法を確立し、ラット勝島を用いた糖尿病マウスの invivoでの治療実験を行い、有効性を
嘱忍したへさらに、バイオ人工隣の糖尿病合併症への効果を検討するため、糖尿病マウスに上記
デバイスを移植し、約2ヶ丹にわたり血液・尿・腎細部折見を検討して、その有効性を確認した。
また、ラット培養醇島に対するヒト新鮮血疑による系H織障害を検討し、これに対して、上記PVAデ
バイス化が有効であることを離忍した。この新規PVAデノマスは、従来のチューブ型やノくッグ型と
異なり、最終的に移植可能な勝島を組み込んだ形に仕上げるまでの作劉去が容易で、大型化も格段
に容易である点で大きな利点と可能性を有している。今後は、このデバイスの最適化によって、将
来的な臨床応用を目指すイヌ糖尿病モデ川台療実験におし1て飛躍的な脳賓向上が期待される。
血管新生に関する実験では、ラット背部の虚血性皮膚壊死(皮弁)モデ、ノレを作製し、これに対す
る新規血管誘導処置の効果を検討している。また、各種薬剤の応用可能性を探る目的で、上言己虚血
性皮弁モデ、ノレと、新規の方法で作成した比較的長期間にわたり虚血状態を持続するラット下肢モデ
ルを用いて、抗狭JL'嘘薬であるニコランジノレ慢If:生経口投与の検討をおこなったO これらの成果はす
でに口頭で発表あるいは発表予定であり、現在論文化の作業を推進中である。
本研究課題にたいする補助金は当初5年間の予定で開始され、平成15年度に行われた中間百科面
で良好な言軒高結果を頂いたにもかかわらず、平成16年度以降の内定額がO円とされ、 3年間で打
ち切りとなりました。この打ち切りは、研究代表者で、あった井上一知先生が平成14年4月に提出
された任期制教官の再任申請が拒否され、平成15年4月末をもって任期満了とされたことと関連
して決定されたものと思われます。本研究の高し1価値を信じて研究を遂行し止むを得ず途中で交替
した研究代表者としては、このたびの研究助成打ち切りによって当初の研究計画が頓挫し、今後の
研究展開が大きく障害されることは大変成念です。しかしそれ以上に、本研究を高く言軒面された審
査員の先生方や、この研究成果を待ち望んで、おられる内外の多数の患者さんの5齢、ご期待に応える
ことができないことは誠に申し訳なく、遺憾に存じます。計画半ばで頓挫したとはし1え、この3年
間の成果を基に、ステムセノレバイオロジーを応用した惇島再生医療の実用化へ向けた努力を今後も
紺続してゆくことが、ご期待にお応えする道であると考えます。
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